
 

 

  

  

藤沢町住民自治協議会は「令和４年度地域づくりフォーラム」を、２月５日（日）午後１時３０分から藤沢

文化センター縄文ホールを会場に、第１部「藤沢町いいね大賞」表彰式、第２部は「まちづくり講演会」を開

催しました。 

挨拶で千田会長は、「一堂に会しての『地域づくりフォーラム』を開催することができました。新型コロナ

禍で様々な活動が制約される中、優秀な成績を修めた方々、地域活動を頑張ってきた方々には、大変なご苦労

があったと思います。皆様の活躍が、この地域に勇気を与え、地域づくりの糧になります。この新型コロナが

１日も早く収束し、自由で活発な地域コミュニティ活動ができるよう願っています。」と話しました。 

藤沢町いいね大賞では、各自治会や特別会員から推薦された個人・団体

を表彰しました。 

青少年部門は、スポーツや文化活動で顕著な成績を修めたとして、藤沢

小１年及川花楓（かえで）さん、新沼小学校児童会他。 

個人・団体部門は、高齢者福祉、青少年健全育成に対応した活動や伝統

文化、風習、歴史等の伝承に向けた活動、地域への情報提供活動などに対

し、千葉利夫さん他。 

ビューティフル藤沢整備事業、並びに自治会等広報コンクールでは優秀

な成績を収めた自治会及び個人が表彰されました。 

特別会員部門では、地域の環境衛生活動に尽力されたとして、佐伯久人

さんが受賞。受賞者には、千田会長より賞状と記念品が授与されました。 
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 今年度最後の第 89 回生活物資リサイク集団回収事業は、2 月 19 日（日）に

八沢地区から始まりました。 

 当日は小雨の降る中、各自治会からリサイクル資源が持ち込まれました。今後

の日程は、保呂羽・大籠地区、藤沢地区、黄海地区の順番で進められます。 

 令和 4 年 2 月から 11 月までのリサイクルの収益金は、3 月末までに各自治

会に配分されます。今後とも皆様のご理解とご協力をお願い致します。 

また、第 88 回生活物資リサイクル集団回収事業の実績は、下表のとおりです。 
 

   第 88 回生活物資リサイクル集団回収の結果 

地区名 
アルミ・スチール類

（単位：Kg） 

古紙・ダンボール類

（単位：Kg） 

ビン類 

（単位：本） 

藤沢地区 662 12,297 263 

黄海地区 421 8,245 342 

八沢地区 866 8,559 232 

大籠・保呂羽地区 600 6910 317 

合  計 2,549 36,011 1,154 

 

  

 八沢地区の第３５区自治会では、令和 5 年１月１日に「初日の出を

見る会＆避難訓練」を開催しました。 

 コロナ禍でみんなが顔を合わせる機会がなかったため、新年会の代わりとし

て開催しました。今年３月で閉校する新沼小学校を会場に、多くの思い出を紡

いできた懐かしい学び舎の校庭に、6 時 45 分に集まり、「初日の出」を拝みま

した。 

その後、地域避難所になっている新沼コミュニティセンターに会場を移し、

避難訓練や安否確認、避難所の設営、炊き出し（非常食の調理）の訓練を行な

いました。 

 自治会の防災部長さんは、「コロナ禍で自治会行事ができていなかった。久しぶりに、例年実施し

ていた防災訓練も実施でき、自治会員が集まることができてとても良かった。」と話していました。 

 

35 区自治会の避難訓練の様子 

35 区自治会で初日の出を見る会

会」 

八沢地区での搬入作業の様子 

  

第２部のまちづくり講演会では、一関市病院事業管理者の佐藤元美先生

が、藤沢病院の開院 30 周年の節目を迎え、これまでの歩みを振り返り、

今後の病院運営などについて講演を行ないました。 

病院は、地域で安心して暮らせる「地域医療・包括ケア」の中核施設と

して運営され、住民の意見が大切だとして「地域ナイトスクール」などの

交流チャンネルを開設するなど、これまでの運営状況についての説明があ

り、「少子高齢化・人口減少などの課題もありますが、地域医療・福祉のた

め、今後も取り組んでいきたい」と話しました。 

 

 

 

 

 

令和４年度 まちづくり講演会 

講演を行なう、佐藤元美先生 

第 89 回生活物資リサイクル集団回収事業が始まる 


